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4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ 小テスト

5 ○ ○ ○ ノートの記載内容

5 ○ ○ ○ 　などを元に評価する。

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

理 科

演習問題を中心に、より具体的な理解を促す。

演示実験を取り入れ、複雑な現象の理解の一助とする。問題演習を中心とした復習を欠かさず、定着を図る。

育成を目指す資質・能力

理科

４素粒子と宇宙

２原子核と放射線

３核反応とエネルギー

磁場による電磁誘導の現象を説明できる。

２光の粒子性

３Ｘ線

４粒子の波動性

１原子の構造

学
習
目
標

未定

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために
必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

教科 科目

物理

学
習
方
法

4 選択科目

月

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数

３年

育成を目指す資質・能力の評価内容

第４節円運動と単振動

第３節運動量の保存

第２節剛体のつり合い

３反発係数

２運動量保存の法則

１剛体にはたらく力とその合力

２剛体の重心とつりあい

２慣性力と遠心力

３単振動

授業の取り組みや定期考査、課題テスト、課題提出状況などを総合的に評価します。

運運動から単振動へ、立場の転換を行う

万有引力の法則を使ってさまざまな事例に適用する。

波の波長、振動数、周期などの基本量を通して波という現象を理解する。

第３節光波

２ドップラー効果

波の代表として、音の特徴を知る。

ドップラー効果を身近な現象としてとらえ、計算を理解する。

光を波としてとらえ、その特徴を理解する。

電気現象の基礎的な考え方を理解する。

コンデンサーの基本原理を理解し、回路を考える。

電流回路における電気抵抗の役割について理解する。

複雑な直流回路の計算を身につける。

半導体の特徴と名称について理解する。

磁場という概念を知り、現象の説明に役立てる。

電場と磁場の関係をより詳しく理解する。

観測者の立場を理解し、それぞれでの現象を物理学的に説明する。

第１節波の性質２章波動

３コンデンサー

４万有引力による運動

１正弦波

２波の伝わり方

１音の伝わり方

第１節電場と電位

１光の性質

１電場

２電位

２レンズと鏡

第２節音波

大単元

以上の観点をふまえ、

３章電気と磁気

４章原子

２直流回路

３半導体

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力
情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

１章　運動とエネルギー

第２節原子と原子核

第１節電子と光

第４節電磁誘導と交流

第３節電流と磁場

第２節電流

学習内容

１運動量と力積

１円運動

または授業内考査

第１節平面運動と放物運動 定期考査

２放物運動

１平面運動

実験の際のレポート

物理基礎で培った知識を基に相対速度、平面上の運動の表現方法を学習する。

水平投射、斜方投射について運動を理解する。

力のモーメントの概念を理解し、物体に働く力のつり合いについて学習する。

重心の求め方について、計算と実験から考える。

運動量と力積の概念を理解する。

運動量保存則を理解し、その応用方法に習熟する。

反発係数による運動の違いの特徴を見出す。

典型的な物体の運動として、円運動を学ぶ。

重点評価事項(資質・能力)
単元（題材）の評価基準

レンズの種類による同一点と異なる点を説明できるようになる。

光の回折現象について、その原理を説明できる。

交流の特徴とその利点について理解し、発電方法を学ぶ。

電磁波の種類を学び、波としての特徴を理解する。

電子を物質だけではなく波としてとらえ、物理現象を理解する。

光を物質としてとらえ、物理現象を理解する。

Ｘ線を用いた原子物理学現象を理解し、説明できるようになる。

広く粒子を波としてとらえ、その特徴を説明できるようになる。

現代物理学の最先端について具体的な例をいくつか学習する。

３光の回折と干渉

１電子

１磁場

２電流が磁場から受ける力

３ローレンツ力

２交流

１電磁誘導

３電磁波

１電流と電気抵抗


